
薩摩川内市立

祁答院中学校

学校だより

９月号

令和５年９月２９日

津波にのまれた街で
校長 末留 健太郎

体育大会が終わると，秋が駆け足で到 とした距離感に思わず息をのみました。

来し，通学路のあちこちに彼岸花が咲い そして，現地の空気に触れ，直接体験す

ているのを見かけます。これから日中の ることの重さをあらためて感じました。

時間が短くなり，時間をいかに有効に使 【奇跡の一本松】

うかが大切になる時節です。 岩手県陸前高田市。7万

学問やスポーツ，文化活動 本の防砂松を津波がなぎ

において自分の役割や責務 倒したときも奇跡的に残

にしっかり向き合い，次の った。高さ27Ｍ，樹齢18

前進を目指しましょう。 0年程。枯死したが補強さ

先月，「全国学力学習状況調査」の結果 れ，復興シンボルとして

が公表されました。本校３年生は，国語 残っている。

・数学・英語ともほぼ全国並の平均値で

したが，分析すると各教科とも共通して 【防砂松横ユース

下記の力に課題が見られます。 ホステル】津波の

① 自分で考えて解決しようとする力 凄まじさを伝える

② 複数の資料を基に考えを述べる力 ため被災後の姿が

③ 思いや考えを工夫して表現する力 そのまま残された。

実は，これは本校だけではなく，全国

の中３に共通する課題のようです。

教育のデジタル化で学習の効率化を図

る一方，生徒がじっくり「考える」場を

設定し，自ら学ぶ力を高める授業改善に

努めていきます。また，社会生活では，

すぐには答えがでない問題にも向き合い，

試行錯誤して答えを探す忍耐が必要な場 【海辺の広大な水田地帯，逃げ場がない】

が多々あります。学習だけ 「ここら辺も以前は街でした」陸前高

でなく，生活の色々な場で 田市の案内ガイドの方が淋しげに言いま

子どもの「考える力」を伸 した。街は次第に復興してきたが，人は

ばしていきましょう。 帰らなかった。中心街までほぼ建物がな

ところで，この夏，私は東日本震災の い空地を貫く道を歩く人もなく，バス停

遺構を訪ねました。日程やコースを計画 で降りたのも私一人。資料で見ただけで

しながら，震災関係の資料や動画を見直 は，この現実に触れることも，ここで生

し，震災のことを理解したつもりでいま きる切実さもわからなかったでしょう。

したが，いざ現地に立つと，資料ではわ 「来てよかった」自分でこの地を歩き，

からなかった遺構の迫力と被災地の広々 風を感じながら思うことでした。



① 全国学力・学習状況調査結果（％）

Ｒ４年度 Ｒ５年度

国語 数学 理科 国語 数学 英語

本校平均正答率 ７３ ４３ ４７ ７５ ５１ ４５

地区平均正答率 ６７ ４５ ４８ ６８ ４６ ３９

県平均正答率 ６９ ４７ ４９ ７０ ４８ ４２

県正答率との差 ＋４ －４ －２ ＋５ ＋３ ＋３

全国平均正答率 ６９.０ ５１.４ ４９.３ ６９.８ ５１ ４５.６

全国正答率との差 ＋４ －８.４ －２.３ ＋５.２ ０ －０.６

② 全国学力・学習状況調査生徒質問紙から（％）

質 問 事 項 １ ２ ３ ４

【自己肯定感】 本校 ２３.８ ４７.６ ２３.８ ４.８

自分には，よいところがあると思いますか 全国 ３７.２ ４２.８ １４.３ ５.６

【自己有用感】 本校 ２３.８ ６１.９ ４.８ ４.８

先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 全国 ４０.０ ４７.３ ９.７ ２.８

【粘り強さ】 本校 ３８.１ ３８.１ ２３.８ ０

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 全国 ３２.２ ４５.４ １７.７ ３.９

【メタ認知】 本校 ２３.８ ３３.３ ２３.８ １９

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか 全国 １５.３ ３９.７ ３１.９ １２.９

学習した内容について，分かった点やよく分からなかった点を 本校 １４.３ ５７.１ １９.０ ９.５

見直し，次の学習につなげることができていますか 全国 ２２.５ ４６.１ ２４.４ ５.７

１・・・あてはまる ２・・・どちらかというとあてはまる ３・・・どちらかというとあてはまらない ４・・・あてはまらない

※ メタ認知・・・自分自身を客観的にみる能力を「メタ認知」と言い，この能力が高い人は，適切なコミュニケーションが取れたり，

仕事をうまく整理して取り組めたり，自己をコントロールできたりする等の能力が優れているという傾向がある。

上の表①から，数値的には大きく成績が改善されてますが，基本的な学力の定着を図るための授業改善

を図り，特に予習の徹底を図ることを確認しました。前日の各教科連絡で，授業の内容の予告がされます。

教科書を読んでくるなど予習の充実が図れるよう御家庭での見とどけをお願いします。

上の表②から，全国に比べると「自己肯定感」の項目がやや低い状況があります。学級活動や学校行事

等様々な教育活動を通して，改善に取り組んでいきます。

９月１７日（日），第5 2日（月）部活動停止（～６日）

5回体育大会が「前進～ 3日（火）生徒会立ち会い演説会・選挙

誇り高く未来へのバトン 5日（木）中間テスト（～6日）

～」のスローガンのもと， 6日（金）身体測定

開催されました。数年ぶ 7日（土）かごしま国体（～17日）

りに昼をまたいでの開催 9日（月）スポーツの日

でした。厳しい残暑であ 11日（水）国体ホッケー観戦（２年）

りましたが，多くの保護 14日（土）土曜授業

者，地域の方々の参観の 20日（金）ＰＴＡ理事会

もと実施することができ 24日（火）地区新人総体

ました。 （～25日）

【県児童作文コンクール薩摩川内市審査会】 【薩摩川内市理科作品展】

入選 １年 早﨑 陽菜 ２年 松下 菜々花 特選 １年 佐藤 嵩馬

３年 宮坂 薫子 入選 ２年 北原 由來 西牟田 奈菜美

【薩摩川内市子供大綱引応援旗デザインコンテスト】 薩摩川内市商工会青年部長賞 １年 中村 春菜 榎園 とも

本校の学力の様子

第５５回体育大会

受賞おめでとう


